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自分で考え自分の命を守る「防災テキスト」について 

 

伊勢湾台風 55 年事業の一環として、小学生向け「防災テキスト」を配布します。 

災害時でも自分で考えて命を守る行動ができる子どもを育むために、昨年度よ

り教育関係者のご意見を聴き作成しました。 

「教科学習や防災学習に活用してもらい、子どもたちの防災意識の向上に役立

てたい。」桑名市教育委員会などからコメントを頂戴しています。 

内容を充実していくため４市１町の小学校４年生向け（６０校９９学級）に配

布して、活用頂きながら使用感や改良点などを把握します。 

 

１． 配付先  海津市１０校１４学級、愛西市１３校２２学級、弥富市８校１４ 

学級、桑名市２８校４７学級、木曽岬町１校２学級 

２． 構 成  防災テキスト（児童用）、同（指導者用・用語集）の３冊 

 

        木曽川下流河川事務所Ｗｅｂサイト 

バナーよりダウンロード可能です。 

 

 

 

 

３． 同時配布 津島市政記者クラブ、桑名市政記者クラブ、大垣市政記者クラブ 

 

問合せ先 

 

511-0002 三重県桑名市大字福島４６５ 

国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所 

事業対策官 尾畑 功 

調 査 課 長 村田 智孝 

ＴＥＬ ０５９４－２４－５７１１ 



自分で考え自分の命を守る「防災テキスト」 

 

■ 主な内容 

わたしたちが住んでいる土地は、濃

尾平野とよばれています。 濃尾平野

には木曽三川といわれる、3つの大き

な川が流れています。木曽川・長良

川・揖斐川です。濃尾平野はこの 3

つの川によってつくられました。 そ

して、濃尾平野とそこに住む人たち

は、なんども大雨や台風による洪水

や高潮、地震などの自然災害にあっ

てきました。 この本は、濃尾平野や

自然災害について学ぶとともに、そ

うした自然災害がおきたとき、どの

ようにしてわたしたちの命を守るこ

とができるのかを考えてもらいたい 

と思ってつくりました。 

 

基礎編と応用編の二段階で構成 

 

 基礎編では、自然災害をわかりやすく解説 

 

①濃尾平野がどのようにして出来たか、木曽三川 

下流地域の成り立ちを知る 

②風水害や土砂害、地震などの自然災害と、木曽 

三川下流地域との関係を知る 

③様々な自然災害にどのように備えたらよいか。 

 

応用編では、自然災害から身を守るための知識を 

解説 

 

①濃尾平野の地形特性や気象特性、 

②木曽三川の河川改修の歴史、スーパー伊勢湾 

台風による想定される高潮被害 

③風水害や地震から身を守る 

 

 

 

 



 

自分で考え自分の命を守る「防災テキスト」 

 

■目次構成 全６５ページ 

 

 

濃尾平野と川のこと 

・自然がおこす災害、どれだけ知っている？・・1 

・わたしたちが住む、濃尾平野はどうやってできた？・・3 

・川は生きている・・・・・・・・・・・・5 

災害 洪水・高潮・地盤沈下・土砂災害 

・堤防はこわれることもある・・・・・・・・9 

・台風と高潮について考えよう・・・・・・・11 

・堤防をのりこえ、まちをおそった高潮・・・13 

・高潮と濃尾平野の地盤沈下・・・・・・・15 

・山でおきる土砂災害を考えよう・・・・・・17 

災害 地震・津波 

・日本で地震が多いわけは？・・・・・・・・19 

・東日本大震災と阪神・淡路大震災・・・・21 

・地震がおこす津波・・・・・・・・・・・23 

・濃尾地震について考えよう・・・・・・・・25 

自然の災害に負けないために 

・大雨にそなえる・・・・・・・・・・・・27 

・土砂災害にそなえる・・・・・・・・・・31 

・台風や洪水にそなえる・・・・・・・・・33 

・地震にそなえる・・・・・・・・・・・・35 

もっと、防災博士になろう 

・濃尾平野のことをもっと知ろう・・・・・・39 

・濃尾平野と雨・・・・・・・・・・・・・41 

・洪水と木曽三川・・・・・・・・・・・・43 

・洪水との戦い・・・・・・・・・・・・・44 

・川の利用・・・・・・・・・・・・・・・49 

・台風を知ろう・・・・・・・・・・・・・・51 

・伊勢湾台風とスーパー伊勢湾台風・・・・53 

・地震の被害のイロイロ・・・・・・・・・55 

・川や気象の防災情報・・・・・・・・・・57 

・洪水から自分の命を守る・・・・・・・・・61 

・地震から自分の命を守る・・・・・・・・・63 

・災害はわすれたころにやって来る・・・・・65 



　わたしたちが住んでいる土地は、濃尾平野とよばれて
います。濃尾平野には木曽三川といわれる、3つの大きな
川が流れています。木曽川・長良川・揖斐川です。濃尾平
野はこの3つの川によってつくられました。そして、濃尾平
野とそこに住む人たちは、なんども大雨や台風による洪
水や高潮、地震などの自然災害にあってきました。
　この本は、濃尾平野や自然災害について学ぶととも
に、そうした自然災害がおきたとき、どのようにしてわたし
たちの命を守ることができるのかを考えてもらいたいと
思ってつくりました。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
基礎編と応用編の二段階で
構成されています。̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
基礎編では…
自然災害をわかりやすく解説
①濃尾平野がどのようにして出来たか、木曽三川
下流地域の成り立ちを知る
②風水害や土砂害、地震などの自然災害と、木曽
三川下流地域との関係を知る
③様々な自然災害にどのように備えたらよいか。
応用編では…
自然災害から身を守るための知識を解説
①濃尾平野の地形特性や気象特性
②木曽三川の河川改修の歴史、スーパー伊勢湾
台風による想定される高潮被害
③風水害や地震から身を守る

「防災テキスト」
自分で考え自分の命を守る

児童用

木曽川下流河川事務所Ｗｅｂサイトより
ダウンロードできます。
http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/

▼お問い合せ先
国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所
〒511-0002 三重県桑名市大字福島４６５ TEL.０５９４-２４-５７１１

指導者用

指導者用



児童用
内容

写真やイラストを使い、内容をわかりやすく表現しています。

指導者用
内容

児童用の内容を確認しながら
指導、解説できるよう
見開きで表示しています。

指導者用

児童用の内容 指導用の解説


